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1/10で評価すると 0.1～0.2 m3/s/100 km2 程度で、日本の河川の 0.8～2.0 m3/s/100 km2 程度と比べると極めて




































               審   査   の   要   旨 
 
  韓国の河川水資源はこれまで水文学、河川工学の分野で研究されてきたが、水田灌漑利用の視点から韓国
の主要河川を横断的に分析した研究はなかった。また、韓国近代前期の水田の特性については、地理学、歴
史学、農業経済史学等の分野で灌漑施設ごとの分布、河川の地理的特性、当時の米価、朝鮮総督府の政策等
との関係から多くの分析がなされているが、水田開発を制約する河川水資源の視点からその特性、開発過程
を分析した研究もなかったことから、本論文は新規性の高い研究であり、韓国のみならず諸国の灌漑水田の
分布およびその開発過程を研究課題とする関連研究分野に、有用な分析視点をもたらすものとして高く評価
することができる。 
  また、日本の河川、灌漑田と比較分析することで、日本の水田灌漑の特性を検討する際にも有用な視点を
与える研究となっている点も評価できる。さらに、韓国の河川水資源利用の大半を占める水田灌漑用水の特
性を示すことで、今後の韓国の河川水資源の再配分および水利調整に関する課題を検討する際に有用な知見
を与える研究としても評価できる。 
平成29年1月31日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物資源工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
